
外部評価個票
成果指標

①新規就農者数

②

③

単位

実績 人

当初見込み 人

実績

当初見込み

令和３年度

B
本事業の一部では活用実績が想定を下回っていることから、活用の拡大に向けた取り組みや、実績
に応じた予算規模の見直しが必要である。

(評価基準)　「Ａ:妥当性が高い/Ｂ:おおむね妥当である/Ｃ:妥当性が低い」

今
後
の
対
応

引き続き、経営継承に向けた機械等の修繕・導入支援や、国庫事業による支援対象とならない新規就
農者への支援を行い、多様な担い手の確保や経営継承を促進していく。
一方、実績が見込みを下回り、執行率が低い事業においては、事業の周知を強化して事業の浸透・活
用の拡大を図るとともに、実績に合わせた予算規模の見直しや、事業の廃止を検討する。

重
点
取
組
テ
ー

マ

検
証
の
ポ
イ
ン
ト

④課題に対する事業手法は妥当か。 A
後継者不足が問題となる一方で新規就農者数は近年増加傾向にあり、こうした新規就農者への経
営継承を支援することが農地荒廃の抑制や新規就農者の経営安定化、地域農業の維持・発展につ
ながることから、本事業の手法は妥当である。

⑤成果指標と目標値の考え方は妥当か。 A
本事業は経営継承に向けた機械・設備等の導入やサポーターの設置、認定新規就農者にならない
県外出身者への支援を行うものであり、新規就農数の増加に直結することから、成果目標の設定は
妥当である。

⑥「執行率が50％未満の場合の要因分析」の内容・手法は妥当か。

②当初の目的や役割を一定程度達成しているのではないか。
（当初の目的・役割の達成程度からみて、継続するのは妥当か。）

A
新規就農者数者は近年増加傾向にあり一定の役割を果たしていると考えられるが、高齢化や後継
者不足を背景とした農業者数の減少や農地の荒廃といった問題に対応するためには、引き続き多様
な担い手の確保や経営継承に向けた支援が必要である。

③人口減少を受けて受益者が減少し、コストに見合っていないのではない
か。（開始時から受益者が減少しても、継続するのは妥当か。）

A
事業概要欄における①や④は近年要望件数が増加傾向にある。②においても支援対象とする県外
出身の新規就農者は増加傾向にあり、今後も一定の要望が見込まれることから、継続の必要があ
る。

事業所管部局による評価・検証（令和７年度９月末まで）

項目 評価
（ABC）

評価に関する説明

課
題

新規就農者数は増加傾向にあるものの、本県の基幹的農業従事者数の減少分を補うには至っていな
い。こうした状況から、本県農業の維持・発展には小規模経営体や半農半Ｘ等、多様な担い手の確保
をさらに進めるとともに、新規就農者への経営継承を促進させ、経営の安定・営農定着を図る必要が
ある。

全
て
の
事
務
事
業
の

検
証
の
視
点

①長く継続し、社会経済情勢の変化とミスマッチになってないか。
（開始時から社会経済情勢の変化を考慮して、継続するのは妥当か。）

A
高齢化や後継者不足といった農業を取り巻く情勢は本事業開始後も続いており、経営継承や多様な
担い手の確保に向けた取り組みへの支援を継続することは妥当である。

執行率
（％）

#DIV/0! #DIV/0! 42% 34% 0%

決算額
（千円単位）

９,８０５ ７,６６９

０ ０
その他特定財源 ０ ０ ０

計 － － ２３,４６７ ２２,６６７ １３,８３４

一般財源 １８,１３４ １７,３３４ １３,８３４

事業概要

①施設修繕・設備導入のオーダーメイド支援
　対 象 者：認定新規就農者とならない経営継承予定の者
　事業内容：経営を発展させる取組に対して支援　補助上限 2,500千円（県1/3、市町村
1/6）
②経営開始支援助成
　対 象 者：認定新規就農者とならない県外からの就農者
　事業内容：就農資金を支援　年額750千円（最長１年間）
③農業研修支援
　対 象 者：認定新規就農者とならない県外からの就農者
　事業内容：就農者に助言・指導するアドバイザーの設置費用を支援
　　　　　　年額100千円（最長１年間）
④経営継承サポーター設置支援事業（R6～実施）
　対 象 者：第三者継承により経営を継承した農業者
　事業内容：継承した出し手を受け手が働き手として雇用する費用を支援
　　　　　　上限100千円/月（年上限600千円）

補助概要

補助率
（最終受益者に対する補助率）

④

経営開始支援助成において、「県外からの移住」等を補助要件としていたが、当年度においては要件を満たす者が少なく、想定していたより
も申請者数が少なかった。
また、デジ田交付金不採択により一部予算を執行することが出来なかった。

財源内訳
（単位:千円）

国庫支出金 ５,３３３ ５,３３３ ０
県債

当初予算額
（単位:千円）

２３,４６７ ２２,６６７ １３,８３４

０

事業の目的
多様な担い手が就農するために必要な機械等の導入支援や経営継承のサポーター設置によ
り、第三者継承を促進させ、やまがた農業の担い手の確保を図るもの。

1/3（①）
定額（②、③、④）

執行率５０％未満の場合の要因分析
令和３年度令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

県の裁量の有無 補助の相手方

○ 新規就農者、農業者

第三者継承などの促進により多様な担い手を就農へ繋げる事業であることから、新規就農者数を成果指標として設定したもの。

成果指標設定の考え方

実績

当初見込み

実績

当初見込み

３８３ ４０５

部局・担当課名 農林水産部・農業経営・所得向上推進課 ３７０ ３８０ ４００ ４２０

令和６年度 令和７年度
令和８年度
(最終目標)

グループ名 経営開始支援事業 ３７８

成果指標及び
成果実績

令和４年度 令和５年度事業名 元気な農業人材確保プロジェクト事業費 開始/終了(予定)年度 R5 / R8

創設背景
（課題）

高齢化や後継者不足による農地の荒廃が深刻化していることから、従来の親子間継承に加
え、多様な人材による経営継承を支援していく必要がある。
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